
令和６年度 高崎高校「クロスカリキュラム」実践報告 

 

1 「知の活用」 
学校設定科目『SSH理科』を設定し、「クロスカリキュラム（教科横断型授業）」を推進する。 

 

（１）仮説 

 第Ⅲ期のクロスカリキュラムの実践を牽引役としながら、学際的な考え方により課題を解決する活動

を実施する科目を開講し、段階的に全教科で学際的な取り組みを行うことで、「知の活用」の資質・能力

をもつ生徒を育成できる。 

 

（２）内容・方法 

 以下のように学校設定科目を設置し、全校体制で「クロスカリキュラム」を推進する。 

 他教科・科目の教員２名以上で教材開発を行い、授業実践を行う。学校設定科目『SSH理科』では既

存の教材を教科のカリキュラムに位置付けるとともに、新たな教材の開発や既存の教材のブラッシュア

ップを行い、授業実践を行う。『SSH理科』以外でも、クロスカリキュラムを本校の授業研修のテーマと

して、全校体制で授業実践を行う。『SSH理科』については、十分に教材開発が進み、１名の教員でも授

業実践が可能と判断したテーマについては１名で授業を行う（通称「一人クロス」）。 

学年 対象 学校設定科目 内容 

１年 全クラス SSH生物基礎 クロスカリキュラムの全体展開 

２年 SSHクラス 

理型クラス 

SSH物理Ⅰ、SSH化学Ⅰ、 

SSH生物Ⅰ 

理科×他教科の高度な知識・技能を用いた 

クロスカリキュラム 

文型クラス SSH物理基礎、SSH化学基礎、 

SSH生物基礎 

理科×他教科のクロスカリキュラム 

 

３年 SSHクラス 

理型クラス 

SSH物理Ⅱ、SSH化学Ⅱ、 

SSH生物Ⅱ 

理科×他教科の高度な知識・技能を用いた 

クロスカリキュラム 

文型クラス SSH物理セミナー、SSH化学セミナー、 

SSH生物セミナー 

理科×他教科のクロスカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理×数学 生物×国語 家庭科×情報 



（３）指導方法の工夫 

・本校全体の研修テーマに位置づけ、クロスカリキュラムを全校体制で推進 

 ４月に「クロスカリキュラム職員研修」を実施し、新任の教員も含めて共通理解を図った。指定され

た期間に他教科・科目の教員と組んで、「クロスカリキュラム授業」を実践した。授業者は授業実践日を

事前に申告し、職員掲示板で共有した。各教員は、授業実践の内容を確認し、年間２回以上参観するこ

ととした。授業後には授業者、参観者、管理職が参加する授業研究会を実施し、授業の質の向上を図っ

た。授業は動画で撮影し、職員間で共有することで、他の教員が授業を再現できるようにし、カリキュ

ラム化を意識して取り組んだ。これまでのクロスカリキュラムの実践事例を元に、以下の３パターンに

整理し、研修等で職員に周知することで、授業を構想、実践する際の見通しを良くした。また、授業作

りのポイントとして、以下の４点を整理した。昨年度から継続して、職員研修資料と指導案を本校HPで

公開し、成果の普及を図った。 

今年度は、今までの本校の実践事例をまとめた「高崎高校クロスカリキュラム カリキュラムマップ」

および「クロスカリキュラム実践事例一覧」を完成させた（別添資料を参照）。また、本校の実践事例の

県内外教育関係者への普及を目的とし、令和6年12月に「高崎高校クロスデイ～クロスカリキュラム公

開授業・授業研究～」を開催し、公開授業、授業研究会、基調講演を実施した。その詳細は、本報告書

の「高崎高校クロスデイ」の報告を参照。 

 

＜クロスカリキュラム授業のパターンの整理＞ 

①「関連付け」型（学習内容での横断）： 

 教科・科目のある単元の学習内容について、関連した他の教科・科目の見方・考え方を関連付けて理

解を深める。 

 ex.物理の「気体分野」と化学の「気体分野」の共通点や相違点を考えながら、気体の性質について理

解を深める。 

②「学際探究」型（課題解決での横断）： 

 実生活や実社会から生じる問いや課題について、複数の教科の見方・考え方を働かせて、問いの真理

に迫ったり、課題を解決したりする。 

 ex.「熊谷はなぜ日本最高気温を記録したのか」という問いについて、地理的資料の読み取りと物理的

な定量計算を統合して思考し、自分なりの考えを表現する。 

③「汎用スキル」型（技術習得での横断）： 

 汎用的なスキルを横断的に扱うことにより、様々な場面で活用できるようにする。 

 ex.パラグラフライティングの技術を英語、小論文、科学論文等を題材に横断的に習得する。 

 

＜クロスカリキュラム授業作りのポイント＞ 

①「いつもの授業」にゲスト出演ではなく、授業そのものを他教科・科目の先生で再デザインする。 

②習得・活用・探究のうち、「活用」を意識し、実社会や実生活から生じる「問い」を複数教科の見方・

考え方を用いて探究する場面を設定する。 

③「問い」の設定は自由であるが、課題解決のために使用する知識・技能は高校の範囲を原則とする。 

④課題研究とのつながりを意識し、探究の見方・考え方が深まるようにする。 



 

 

クロスカリキュラム 
 

１ 目的 
 学校設定科目『SSH理科』を開講し、複数の教

科の見方・考え方を働かせて課題を解決する「ク

ロスカリキュラム授業」を実施し、段階的に全教

科に展開することで、学際的な視点で課題を解決

できる資質・能力を育成する。 

 

２ 概要 
 本校では実践事例を「①関連付け型」「②学際探

究型」「③汎用スキル型」の３つのパターンに分類

して実践を行っている。それに基づき、４月に新

任の先生を含めた職員研修で共有した。 

＜職員研修資料より一部抜粋＞ 

  

 
 以前のクロスカリキュラムでは、例えば、物理

と化学の気体分野を一度に扱い比較するなど、知

識・技能の「習得」に重点を置いていたため、複

数の教科・科目で実施時期を細かく調整する必要

があった。また、授業内容についても、いつもの

授業に他教科の教員がゲスト出演するパターン

が多く授業改善にはつながっていなかった。 

 現在の本校におけるクロスカリキュラムでは

習得・活用・探究のうち、「活用」を意識した取組

となっている。ここでいう「活用」とは応用問題

を解くことではなく、実社会や実生活から生じる

「問い」に対して複数教科の見方・考え方を活用

し、深めていくことを指す。３つのどのパターン

の実践においても、現実に即した場面を設定し、

複数の教科・科目の見方・考え方を活用して「問

い」を深めていくような授業実践を目指している。

「活用」をクロスカリキュラムの目的とすること

で使用する知識・技能が既習済みであれば、実施

時期を柔軟に設定することができる。また、クロ

スカリキュラムを通じて、授業そのものを他教

科・科目の複数の教員が知恵を出し合って再デザ

インすることで、自身の授業を見直す機会となり、

通常教科・科目の授業改善にも寄与している。 

 令和３年度から授業研修のテーマに位置づけ、

全校体制で実践を行っている。『SSH理科』ではカ

リキュラムに位置づけて、原則履修者全員に実施

した。十分に教材開発が進み、１名の教員でも授

業実践が可能と判断したテーマについては１名

で授業を行った。また、課題研究に関係の深いテ

ーマは教科の授業の枠組ではなく、サイエンス・

コミュニケーションの中で実施することで課題

研究との連携を図った。『SSH理科』以外での実践

は、現段階では実験的に1クラスで１回のみの実

施である。 

実践事例については、別添の「高崎高校クロス

カリキュラム カリキュラムマップ」および「ク

ロスカリキュラム実践事例一覧」を参照。 

３ 成果と課題 

 ボトムアップ的なアプローチにより、実践事例

が豊富に集まり、その中で実践パターンの分類と

授業作りのポイントが整理できたことは大きな

成果である。 

 一方で、『SSH理科』以外では単発の実践に留

まっており、十分なカリキュラム化には至って

いないので、今後は、全体を俯瞰してカリキュ

ラムマネジメントを行うことで目的の明確化、

適切な実施時期、教科ごとのバランス等を考慮

し、カリキュラムに位置づけていきたい。ま

た、クロスカリキュラムの公開授業や研究会を

継続開催することで、クロスカリキュラムの更

なる質の向上や他校の参考となるモデル校とし

ての役割を果たしていきたい。 

高崎高校の現在のクロカリ 授業自体を再デザイン

実社会や実生活から生じる問い

授業改善に
つながる！
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１「関連付け型」 学習内容での横断

２「学際探究型」 課題解決での横断

ex.三角関数（数学）波（物理）楽器（音楽）

ex.「なぜロボットは生物に似ているのか」
物理と生物の見方・考え方を働かせて課題解決

３「汎用スキル型」 技術習得での横断

ex.「パラグラフライティング」の技術を
小論文、英文、科学論文を題材に横断的に習得

教科横断の観点

②実社会や実生活から生じる「問い」を
複数教科の見方・考え方で探究する場面を設定

授業作りのポイント

④課題研究とのつながりを意識した実践を

③問いは自由に設定。
使う知識・技能は原則、高校の範囲で

①「いつもの授業」にゲスト出演ではなく、
授業そのものを他教科・科目の先生で再デザイン


